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哲
　
畢
　
解
　
究
　
　
第
　
三
　
ヤ
　
九
　
號

を
繧
歪
訊
、
の
で
あ
る
。
前
掲
の
原
文
と
謬
卒
．
あ
問
に
存

す
る
侮
入
も
認
あ
得
る
で
あ
ら
う
厨
の
、
二
三
の
出
入
は

此
事
情
に
館
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
課
文
の
瓜
簿
巨

象
彦
凶
蔓
δ
は
近
い
内
に
、
之
れ
も
亦
岩
波
君
の
店
か
ら
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
別

版
せ
ら
れ
る
浬
ぴ
に
な
っ
て
居
る
。

　
　
　
　
彙
　
　
報

　
　
　
画
黙
都
瀞
翻
爽
畢
窯
羅
部
誓
羅
科
大
正
《

　
　
　
．
確
｛
臓
斑
撫
暴
醐
宜
題
醐

　
　
　
　
哲
學
專
攻

　
甥
崎
の
意
味
と
醤
無
　
　
　
　
　
　
三
宅
闘
一

　
7
。
ラ
ト
ー
ン
民
鍵
魂
説
　
　
　
　
　
　
村
主
轡
吉

　
繋
戚
過
程
に
於
け
る
鐵
畳
と
範
鳴
　
　
　
△
黒
田
興
助

翻
曙
度
暫
學
史
蜜
マ
戻

鈍
置
撃
緑
帽
祉
の
研
必
伽

幽
搾
菅
寸
の
根
本
凱
嵐
理

恋
横
数
の
脚
霧
撫
学
的
叢
礎

　
　
　
支
那
哲
學
吏
專
攻

A
巾

井

驚

瑞

藤大
　　地
谷
　　療

宗識

順玄

二
軽
子
灘

　
　
　
倫
理
學
專
攻

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
麓
ゆ

曲
旬
㌔
ナ
の
滑
…
麓
…
論
罪

　
　
　
敢
育
學
敏
授
法
專
攻

プ
レ
峯
ベ
ル
の
研
究

隅
昆
敦
宥

不
良
・
少
」
牛
班
究
序
砥
翻

　
　
　
美
學
美
術
更
專
攻

帝浄

s不

ｩ…

､
｝
馴
…
史
坑
繭

　
　
　
宗
敬
學
專
攻

県眞療
、i髭宗飴

との駿
欝鑓
と　 パ

に　　ウ
耽　・“
い　 。

て

鞭
い
金
目
鷹
Ψ
蜜
罪
献
双

葱
塵
樵
の
融
春
n
學
的
拶
察

曲
瓦
士
蹴
氾
の
研
究

貧
園
よ
夢
犯
剛
非
に
脚
遣
動
轟
メ

る
瀧
倉
蝿
心
理
過
程
り
研
究

一
〇
二

△
畢
　
醸
　
霜
　
初

A
三河

井畑

金立

一詮

秋糠末
山塚包
　　留
眞卯＝

造助郎

ム
サ
勢
專
一
郎

菅
　
　
闘
　
吉

阿
　
部
　
現
　
亮

溝
　
水
廃
　
昇

大
　
澤
　
鷲
堆

三
二
吉
太
郎

△
羅
尾
密
遣
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紬
狸
．
鱗
桝
に
於
け
る
ブ
ル
ヂ
琶
ア
応
臨

級
の
聚
逡
と
寄
本
主
携
嶋
精
紳

都
市
評
測
の
研
究

心
理
學
聖
書
禽

A
二

二く

A
鋤

．谷

港 弘

流
月
八
転
午
後
三
時
置
、
心
理
諏
γ
實
験
錯
．
ド
於
て
雪
女
を
開
く
。
講
演
左

の
如
し
。

一
、
二
軍
精
聯
二
色
逡
巡
程
の
凛
弍
及
び
巽
ゐ
診
隔

二
、
　
一
臼
の
各
臆
川
に
於
購
り
る
発
瀧
覇
紳
熊
溶
長
の
緬
鷹
裁
及
び
跳
ハ
診
断
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
　
　
山
崎
淺
太
郎
君

薪
著
紹
介

漁
理

箪
綱

英
闘

文
野
土

　
原
崩
者
着
ダ
1
シ
ー
は
γ
イ
ル
ラ
ン
ド
み
・

管
理
者
と
し
て
、
將
た
叉
嶺
敏
家
と
し
ア
鰯
侮
な
る
名
縮
を
有
し
て
み
る
か

は
知
ら
識
が
鼓
で
は
一
一
（
れ
は
問
鞭
燭
て
ば
な
い
。
哲
聯
や
殊
に
倫
一
理
暴
上
に
占

む
る
彼
の
此
位
は
決
し
で
肯
旨
い
と
は
い
ぼ
為
な
い
。
名
前
電
採
り
綿
W
い
て
は

械
“
ら
調
タ
、
ア
イ
ス
ラ
書
に
・
「
頚
［
ア
、
み
な
い
。
無
哨
勲
掃
に
載
っ
て
懸
…
ら
な
い
　
と
は
φ
滋

ち
に
典
人
に
玉
詞
綴
を
許
腐
澱
所
殴
と
な
ら
な
い
こ
と
は
読
ふ
窪
で
も
顎
い
が

本
原
碧
艶
に
疑
簿
瀞
簿
鍵
乙
8
げ
8
ご
篇
団
お
謝
を
覗
い
た
丈
げ
で
は
ア
イ
λ

ラ
盲
に
蝸
小
足
を
向
け
ら
准
翻
に
竜
擶
儲
け
…
れ
な
　
い
。
彼
は
獅
カ
ン
争
派
に
爲
幽
ノ

漸
　
警
　
紹
　
介

瞬
チ
ャ
ル
ス
・
エ
フ
ダ
ー
シ
驚
原
剃
溢

紐
　
　
辮
　
　
正
　
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
　
灘

八
　
木
　
沼
　
源
　
八

　
　
偉
　
蛾
で
あ
る
。
彼
が
大
二
男
の

る
一
二
學
者
に
は
謝
蓮
な
い
で
あ
ら
・
う
。
論
罪
實
ゆ
．
論
．
を
誰
張
し
、
グ
リ
ー

ン
に
負
ふ
嘘
大
で
あ
る
と
嘗
ひ
乍
ら
彼
に
時
々
素
封
は
し
て
居
る
が
グ
リ
ー

ン
の
矢
面
に
立
て
る
人
柄
で
ぽ
勿
論
な
い
。

　
課
書
泣
は
原
署
り
版
披
や
年
代
が
晃
富
ら
な
い
様
で
あ
る
が
見
た
と
こ
ろ

で
は
斑
本
と
し
て
は
一
八
九
五
年
の
b
の
こ
。
蒜
　
浄
安
ζ
亀
轡
β
露
畠
第
｝
一
版
が

用
ゐ
ら
れ
て
艦
る
搬
で
あ
る
。
之
と
一
九
〇
一
年
の
第
二
版
と
は
幸
に
し
て

大
差
は
な
い
か
ら
何
れ
に
訟
ら
れ
た
麗
で
不
都
合
は
な
い
で
あ
ら
う
が
折
角

灘
詑
泡
上
々
縫
課
せ
ら
れ
な
が
ら
、
墳
補
の
分
や
索
引
の
即
け
た
の
は
惜
し

い
搬
な
無
も
す
る
。
八
木
沼
氏
が
諏
策
を
漁
四
ら
れ
て
、
紀
年
氏
が
校
開
せ
ら

れ
た
旨
が
序
交
に
明
記
せ
ら
れ
て
み
て
震
題
を
裏
切
っ
て
み
る
搬
で
あ
る
が

離
頚
を
最
後
強
掲
げ
癒
し
た
よ
く
あ
る
典
縄
よ
り
は
幾
分
か
罪
が
軽
い
。
課

漁
坤
の
隔
固
韓
胡
な
9
こ
と
嫉
綜
蹟
悶
者
の
舐
局
白
に
熱
二
つ
ま
で
も
“
賦
い
。
自
我
轡
ハ
霜
蝿
諦
脚

に
共
鳴
を
見
出
さ
れ
距
鴬
め
で
は
あ
ら
う
が
ζ
の
躍
難
を
敢
て
爲
さ
る
エ
以

上
は
二
二
、
「
h
害
物
の
撰
輝
が
欲
ま
し
か
っ
た
。
　
　
’

　
序
論
ゐ
魯
三
巻
よ
り
な
り
、
第
一
は
倫
理
學
の
醤
學
的
塞
礎
を
論
じ
、
第

二
で
は
倫
狸
…
学
説
の
大
要
を
蓮
べ
、
第
三
は
諸
の
倫
理
學
詮
の
撹
判
に
経
る
。

蓑
麿
の
閣
篇
歴
か
ら
來
る
こ
と
で
あ
ら
う
淋
乱
騨
の
｛
仔
在
を
説
い
て
み
る
。
宇
宙

論
酌
並
に
目
的
論
的
誕
甥
に
依
っ
て
紳
を
人
格
的
の
も
り
・
’
認
の
、
鰹
ハ
有
論

的
謹
朋
に
位
っ
て
紳
を
軍
ト
、
る
入
絡
と
せ
ず
、
一
コ
入
衛
を
統
マ
る
と
こ

ろ
の
原
鍵
で
あ
ろ
と
な
し
て
み
る
。
宗
毅
の
立
脚
難
か
ら
倫
犀
嶋
を
説
く
者

の
爲
に
は
域
は
大
い
に
廃
∵
考
と
な
る
で
あ
ら
う
。
藷
京
市
融
田
躍
蓑
愁
保
町

大
輝
三
嘆
行
。
第
二
四
三
三
頁
戴
樋
鵬
〉
捨
土
。
（
尾
鷹
殆
蕊
郎
）

喪
襲
影
野
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薄
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村
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一
〇
三


